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(57)【要約】
【課題】画像表示ユニットの周縁部を作業者が把持して
運搬する際、把持する指の痛みを緩和することができる
画像表示ユニット、及び画像表示装置を提供する。
【解決手段】画像を前面に表示する液晶パネル１と、該
液晶パネル１の周縁部を前後から挾持する金属製の第１
挾持部材２および非金属製の第２挾持部材３とを有する
画像表示ユニットにおける第１挾持部材２は、液晶パネ
ル１の前面周囲に配してある環状の第１挾持板部２１お
よび該第１挾持板部２１の外周縁に連なり後方に伸びる
第１枠部２２を有し、第２挾持部材３は、液晶パネル１
の後面周囲に配してある環状の第２挾持板部３１および
該第２挾持板部３１の外周縁に連なり後方に伸びる第２
枠部３２を有し、第１枠部２２及び第２枠部３２の両側
部で、互いに対向する二箇所に、前側へ窪む凹所２３，
３４を設け、第１枠部２２の凹所２３を第２枠部３２の
凹所３４よりも前側に配した。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像を前面に表示する画像表示部と、該画像表示部の周縁部を各前後から挾持する金属
製の第１挾持部材および非金属製の第２挾持部材とを有し、前記第１挾持部材は、前記画
像表示部の前面周囲に配してある環状の第１挾持板部および該第１挾持板部の外周縁に連
なり後方に伸びる第１枠部を有し、前記第２挾持部材は、前記画像表示部の後面周囲に配
してある環状の第２挾持板部および該第２挾持板部の外周縁に連なり後方に伸びる第２枠
部を有し、前記第１枠部は前記第２枠部の外側に配してある画像表示ユニットであって、
前記第１枠部の後縁は、前記第２枠部の後縁よりも前側に配してあることを特徴とする画
像表示ユニット。
【請求項２】
　前記第２挾持部材は、第２枠部の後縁に連なり、前記第１枠部の後縁を被覆している被
覆部を有することを特徴とする請求項１に記載の画像表示ユニット。
【請求項３】
　画像を前面に表示する画像表示部と、該画像表示部の周縁部を各前後から挾持する金属
製の第１挾持部材および非金属製の第２挾持部材とを有し、前記第１挾持部材は、前記画
像表示部の前面周囲に配してある環状の第１挾持板部および該第１挾持板部の外周縁に連
なり後方に伸びる第１枠部を有し、前記第２挾持部材は、前記画像表示部の後面周囲に配
してある環状の第２挾持板部および該第２挾持板部の外周縁に連なり後方に伸びる第２枠
部を有し、前記第１枠部は前記第２枠部の外側に配してある画像表示ユニットであって、
少なくとも前記第１枠部は、後縁の複数の箇所に、前記第２枠部の後縁よりも前側へ窪む
凹所を有することを特徴とする画像表示ユニット。
【請求項４】
　前記画像表示部は、液晶パネルであることを特徴とする請求項１から請求項３の何れか
１つに記載の画像表示ユニット。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれか一つに記載の画像表示ユニットと、該画像表示ユニットの後
側に配されているバックライト部とを備える画像表示装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は画像表示ユニット及び画像表示装置に関し、特に作業者により運搬される画像
表示ユニット及び該画像表示ユニットを備える画像表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　テレビジョン等の画像表示装置として、さまざまな種類の画像表示装置が実用化されて
いるが、薄型であり低消費電力である点を特徴とする液晶表示装置が普及している。近年
では消費者の趣向により、画像表示部の大型化の傾向が見られる。
【０００３】
　画像表示部は、外部衝撃から保護し、また外部衝撃により位置がずれることを防止する
こと等を目的として、画像表示部の周縁部を前後から挾持する枠形をなす二つの挾持部材
が周辺に取付けられ、画像表示ユニットに組立てられる（例えば、特許文献１参照）。一
般的に挾持部材は、前側から画像表示部の周縁部を挾持する第１挾持部材および後側から
画像表示部の周縁部を挾持する第２挾持部材により構成されている。
【０００４】
　第１挾持部材および第２挾持部材夫々は、画像表示部の周縁部に接触する環状の挾持板
部と挾持板部の外周縁に連なり後側に伸びる枠部とから構成されている。第１挾持部材は
、製造コストを抑えること、および強度を高めること等を考慮して金属板をプレス成形し
てなる。第２挾持部材は、軽量化すること、および複雑な構造をなしていること等を考慮
して合成樹脂材を成形してなる。
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【０００５】
　例えば液晶表示装置は、液晶表示ユニットをバックライト部に載置して画像表示モジュ
ールとして組立て、画像表示モジュールの前側及び周縁部を前キャビネットにより被覆し
、画像表示モジュールの後側を後キャビネットにより被覆してある（例えば、特許文献２
参照）。
【特許文献１】特開２００６－２１５５１２号公報
【特許文献２】特開２００７－２９３０３４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　液晶表示ユニットにおいて、画像表示部の周縁部を前後から挾持する挾持部材は構造上
、第１挾持部材の挾持板部が第２挾持部材の挾持板部の前側に配され、第１挾持部材の枠
部が第２挾持部材の枠部の外側に配されている。また、比較的大型の液晶表示装置の組立
工程において、画像表示ユニットは重量があるため、対向する側部を２人の作業者が把持
し、持上げて運搬することになる。この際、第２挾持部材が組立ライン側（下側）となり
、第１挾持部材が上側となり、第１挾持部材及び第２挾持部材の枠部の後縁に指が当てら
れ、指が第２挾持部材の枠部の内側へ曲げられた状態で把持され、持上げられることにな
る。
【０００７】
　しかし、従来の画像表示ユニットは、第１挾持部材の枠部が有する後縁の前後の位置が
第２挾持部材の枠部が有する後縁の前後の位置と略一致しているため（例えば、特許文献
１参照）、比較的大型の画像表示ユニットの対向する側部を作業者が把持し、持上げて運
搬する際、合成樹脂製である第２挾持部材の外側に配されている第１挾持部材の枠部の後
縁に作業者の指が当たる。一方、第１挾持部材は金属板のプレス成形品であり、プレス加
工により枠部の後縁にバリを生じるため、把持する指に該バリが当たり、指に強い痛みが
生じ、運搬に支障を来すことになり、改善策が要望されていた。
【０００８】
　また、画像表示部が大型化した液晶表示装置の組立工程において、２人の作業者がそれ
ぞれ、画像表示ユニットの対向する側部を把持し、持上げて運搬する際、作業者の把持位
置によっては、バランスを崩すなどの虞があり、この点でも改善策が要望されていた。
【０００９】
　本発明は斯かる事情に鑑みてなされたものであり、主たる目的は第１挾持部材における
第１枠部の後縁を、第２挾持部材における第２枠部の後縁よりも前側に配することにより
、画像表示ユニットの周縁部を作業者が把持して運搬する際、把持する指の痛みを緩和す
ることができる画像表示ユニット、及び画像表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明に係る画像表示ユニットは、画像を前面に表示する画像表示部と、該画像表示部
の周縁部を各前後から挾持する金属製の第１挾持部材および非金属製の第２挾持部材とを
有し、前記第１挾持部材は、前記画像表示部の前面周囲に配してある環状の第１挾持板部
および該第１挾持板部の外周縁に連なり後方に伸びる第１枠部を有し、前記第２挾持部材
は、前記画像表示部の後面周囲に配してある環状の第２挾持板部および該第２挾持板部の
外周縁に連なり後方に伸びる第２枠部を有し、前記第１枠部は前記第２枠部の外側に配し
てある画像表示ユニットであって、前記第１枠部の後縁は、前記第２枠部の後縁よりも前
側に配してあることを特徴とする。
【００１１】
　本発明にあっては、第１枠部の後縁が第２枠部の後縁よりも前側に配してあるため、比
較的大型の画像表示ユニットの対向する側部を把持し、持上げて運搬する際、第２枠部の
後縁部を強く把持することができ、把持する指が第１枠部の後縁に当たるのを避けること
ができるため、把持する指の痛みを緩和することができる。
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【００１２】
　また、本発明に係る画像表示ユニットは、前記第２挾持部材は、第２枠部の後縁に連な
り、前記第１枠部の後縁を被覆している被覆部を有する構成とするのが好ましい。
　本発明にあっては、第２枠部の被覆部が第１枠部の後縁を被覆しているため、第１枠部
の後縁に影響されることなく第２枠部の後縁部を強く把持することができ、把持する指の
痛みをより一層良好に緩和することができる。
【００１３】
　また、本発明に係る画像表示ユニットは、画像を前面に表示する画像表示部と、該画像
表示部の周縁部を各前後から挾持する金属製の第１挾持部材および非金属製の第２挾持部
材とを有し、前記第１挾持部材は、前記画像表示部の前面周囲に配してある環状の第１挾
持板部および該第１挾持板部の外周縁に連なり後方に伸びる第１枠部を有し、前記第２挾
持部材は、前記画像表示部の後面周囲に配してある環状の第２挾持板部および該第２挾持
板部の外周縁に連なり後方に伸びる第２枠部を有し、前記第１枠部は前記第２枠部の外側
に配してある画像表示ユニットであって、少なくとも前記第１枠部は、後縁の複数の箇所
に、前記第２枠部の後縁よりも前側へ窪む凹所を有することを特徴とする。
【００１４】
　本発明にあっては、凹所を把持することによりバランスよく運搬することができ、しか
も、比較的大型の画像表示ユニットの凹所を把持し、持上げて運搬する際、第２枠部の後
縁部を強く把持することができ、把持する指が第１枠部の後縁に当たるのを避けることが
できるため、把持する指の痛みを緩和することができる。
【００１５】
　また、本発明に係る画像表示ユニットは、前記画像表示部は液晶パネルである構成とす
るのが好ましい。
　本発明にあっては、金属製の第１挾持部材及び非金属製の第２挾持部材が液晶パネルの
周縁部を挾持しているため、比較的大型の画像表示ユニットであっても、持上げて運搬す
る際、把持する指の痛みを緩和することができる。
【００１６】
　また、本発明に係る画像表示装置は、上述した発明のいずれか一つに係る画像表示ユニ
ットと、該画像表示ユニットの後側に配されているバックライト部とを備えることを特徴
とする。
　本発明にあっては、比較的大型の画像表示ユニットの両側部を把持し、持上げて運搬す
る際、第２枠部の後縁部を強く把持することができ、把持する指が第１枠部の後縁に当た
るのを避けることができ、把持する指の痛みを緩和することができる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、比較的大型の画像表示ユニットの対向する側部を把持し、持上げて運
搬する際、第２枠部の後縁部を強く把持することができ、把持する指が第１枠部の後縁に
当たるのを避けることができるため、把持する指の痛みを緩和することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、本発明を液晶表示装置の実施の形態を示す図面に基づいて詳述する。
実施の形態１
　図１は本発明に係る画像表示装置の構成を示す正面図、図２は分解斜視図、図３は要部
の構成を示す拡大縦断面図、図４は画像表示ユニットの構成を示す斜視図、図５は要部の
構成を示す拡大縦断面図、図６は要部の構成を示す拡大底面図である。
【００１９】
　この画像表示装置はテレビ画像を表示する表示面１ａを前面に有する画像表示部として
の液晶パネル１と、該液晶パネル１の周縁部を前後で挾持する第１挾持部材２及び第２挾
持部材３と、液晶パネル１の後側に配されているバックライト部４と、該バックライト部
４のランプ４１及び液晶パネル１の間に配されている光学シート５と、第１挾持部材２に
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被嵌され、枠形をなすキャビネット６と、バックライト部４の後側を被覆するカバー体７
とを備える液晶テレビジョン、換言すれば液晶表示装置であり、液晶パネル１と、第１挾
持部材２及び第２挾持部材３とにより画像表示ユニットＡが構成されている。
【００２０】
　液晶パネル１は略直方体をなし、画像表示部を構成している。液晶パネル１の上縁部前
面及び下縁部前面には、電子部品が実装されている複数のフレキシブルプリント基板の一
端が前記上縁部及び下縁部の長手方向（液晶パネル１の周方向）に離隔して接続されてい
る。
【００２１】
　液晶パネル１の前側に配されている第１挾持部材２は、液晶パネル１の周縁部前面に対
向する矩形環状の第１挾持板部２１、及び該第１挾持板部２１の外周縁から後方へ延出さ
れ、角筒形をなしている第１枠部２２を有し、金属板をプレス成形してなる。挾持板部２
１の内縁側後面には液晶パネル１の周縁部を弾性的に受止める弾性体１０が設けられてい
る。
【００２２】
　液晶パネル１の後側に配されている第２挾持部材３は、液晶パネル１の周縁部後面に対
向する矩形環状の第２挾持板部３１及び該第２挾持板部３１の外周縁から後方へ延出され
、角筒形をなしている第２枠部３２を有し、合成樹脂材を成形してなり、第２枠部３２の
外側に第１枠部２２を配してある。第２挾持板部３１における上部及び下部には、第２枠
部３２と上下に離隔した位置から後方へ延長されている支持片３３が一体に成形されてお
り、該支持片３３に前記フレキシブルプリント基板夫々の他端に接続されているプリント
回路基板１１が取付けられている。また、第２挾持板部３１の内縁側前面には液晶パネル
１の周縁部を弾性的に受止める弾性体１２が設けられている。
【００２３】
　このように液晶パネル１の前後に配された第１挾持部材２及び第２挾持部材３の上下に
おける第１枠部２２及び第２枠部３２には、図２、図４に示すように周方向へ離隔した複
数箇所（二箇所）の後縁に、前側へ窪む第１及び第２の凹所２３，３４を設けてある。
【００２４】
　第１及び第２の凹所２３，３４は互いに横方向に対向する箇所に配してある。第１の凹
所２３は第２の凹所３４よりも窪み量が多く、図５、図６に示すように第１の凹所２３を
第２の凹所３４よりも前側に配してある。
【００２５】
　また、第１挾持部材２及び第２挾持部材３は、第１挾持板部２１及び第２挾持板部３１
の複数の周方向位置において雄螺子により結合され、液晶パネル１の周縁部を弾性体１０
，１２を介して挾持し、画像表示ユニットＡになっている。この画像表示ユニットＡは、
第１挾持板部２１及び第２挾持板部３１の複数の周方向位置において雄螺子によりバック
ライト部４のシャーシ４２に取付けられている。
【００２６】
　バックライト部４は、複数本が上下に離隔して並置されている円筒形をなすランプ４１
と、該ランプ４１を収容支持し、且つ光学シート５の周縁部を支持する箱形をなすシャー
シ４２と、シャーシ４２の内側に挾持され、光学シート５の周縁部を受止めるシート受体
４３と、シャーシ４２の後壁に沿って配置され、シャーシ４２内に収容されているランプ
４１が発光した光をシャーシ４２の開放側へ反射させる反射シート４４とを備え、シャー
シ４２の後壁の後側に回路基板等の電気部品が取付けられている。
【００２７】
　ランプ４１は両端部に電極を有する冷陰極管又は熱陰極管であり、シャーシ４２内の左
右両側に並設された凹形挾持部に両端部が挾持され、また、中間部がランプクリップによ
りシャーシ４２の後壁に挾持されている。
【００２８】
　キャビネット６は、前側の第１挾持板部２１を被覆する装飾板部６１、及び該装飾板部
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６１の外縁から後方へ延出され、第１枠部２２の周縁部を被覆する枠部６２と、装飾板部
６１の内側から後方へ突出する筒形ボスとを有し、合成樹脂材により一体に成形されてい
る。
【００２９】
　カバー体７はバックライト部４を覆う皿形をなし、前側の開放部が枠部６２の後端部内
側に嵌入されるように構成されている。また、板壁部７１には前方へ突出している筒形ボ
スを有し、該筒形ボスに挿通する雄螺子によりシャーシ４２に取付けられている。
【００３０】
　以上のように構成された画像表示装置は、開放縁が上向となるように組立ライン上に載
置されたシャーシ４２内に反射シート４４及びランプ４１を組込み、光学シート５をシー
ト受体４３に載置して支持した後、画像表示ユニットＡが光学シート５上に載置される。
【００３１】
　画像表示ユニットＡの組立ては、バックライト部４の組立ラインと別の組立ライン上に
第２挾持部材３が載置され、該第２挾持部材３の弾性体１２上に、複数のフレキシブルプ
リント基板が接続されている液晶パネル１が載置され、フレキシブルプリント基板に接続
されているプリント回路基板１１が支持片３３に取付けられた後、弾性体１０を有する前
側の第１挾持部材２の第１挾持板部２１が液晶パネル１の周縁部に載置され、雄螺子によ
り第１挾持板部２１が第２挾持板部３１に取付けられる。
【００３２】
　このように形成された画像表示ユニットＡは、第１挾持部材２及び第２挾持部材３の対
向する側部の一方に設けられている二箇所の凹所２３，３４、２３，３４を一人の作業者
が把持し、第１挾持部材２及び第２挾持部材３の対向する側部の他方に設けられている二
箇所の凹所２３，３４、２３，３４を他の作業者が把持し、二人の作業者が持上げてバッ
クライト部４の組立ライン上へ運搬する。この際、第１挾持部材２及び第２挾持部材３の
対向する側部の二箇所に凹所２３，３４が設けられているため、適正箇所を確実に把持す
ることができ、また、持上げバランスを崩すことなく運搬することができる。しかも、金
属板により形成されている第１枠部２２の凹所２３は、合成樹脂材により形成されている
第２枠部３２の凹所３４よりも前側に配されているため、画像表示ユニットＡを持上げた
際、第２枠部３２の凹所３４と接触する部分は強く当たり、第１枠部２２の凹所２３と接
触する部分は軽く当たることになる。因って、第１枠部２２の凹所２３にバリがある場合
においても指の痛みを緩和することができ、画像表示ユニットＡを運搬し易い。
【００３３】
　バックライト部４の組立ライン上へ運搬された画像表示ユニットＡはシート受体４３上
に載置され、雄螺子によりシャーシ４２に取付けられ、画像表示ユニットＡがバックライ
ト部４に取付けられる。
【００３４】
　しかる後、バックライト部４及び画像表示ユニットＡが起立され、この起立状態がスタ
ンド８により維持される。この起立状態でシャーシ４２の後壁に電気部品が取付けられた
後、液晶パネル１の前方からキャビネット６が前側の第１挾持部材２に被嵌されるととも
に雄螺子によりシャーシ４２に結合される。
【００３５】
　次に、シャーシ４２の後方からカバー体７がバックライト部４に被嵌され、雄螺子によ
りシャーシ４２に結合される。
【００３６】
実施の形態２
　図７は画像表示装置の他の構成を示す要部の拡大縦断面図である。この画像表示装置は
第２挾持部材３における第２枠部３２の凹所３４に、該凹所３４の縁から第１枠部２２側
へ延出され、凹所２３の縁と対向して該凹所２３の縁を被覆する被覆部３５を設けたもの
である。
【００３７】
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　被覆部３５は第２枠部３２と一体に成形され、把持する指が被覆部３５と接触するよう
に構成されている。
【００３８】
　実施の形態２にあっては、金属板により形成されている第１枠部２２における凹所２３
の縁は、合成樹脂材により形成されている第２枠部３２の被覆部３５により被覆されてい
るため、第１挾持部材２及び第２挾持部材３の対向する側部を二人の作業者が把持し、画
像表示ユニットＡを持上げて運搬する際、被覆部３５と接触する部分は強く当たり、第１
枠部２２の凹所２３には当たらない。因って、第１枠部２２の凹所２３にバリがある場合
においても凹所２３のバリに影響されることなく把持することができ、画像表示ユニット
Ａを運搬し易い。
　その他の構成及び作用は実施の形態１と同様であるため、同様の部品については同じ符
号を付し、その詳細な説明及び作用効果の説明を省略する。
【００３９】
実施の形態３
　図８は画像表示装置の他の構成を示す要部の拡大縦断面図である。この画像表示装置は
第２挾持部材３における第２枠部３２の凹所３４に、該凹所３４の縁から第１枠部２２側
へ延出されている第１被覆片３６ａ及び該第１被覆片３６ａの端縁から前側へ延出されて
いる第２被覆片３６ｂを有し、凹所２３の縁部を被覆する被覆部３６を設けたものである
。
【００４０】
　被覆部３６は第２枠部３２と一体に成形され、把持する指が被覆部３６と接触するよう
に構成されている。
【００４１】
　実施の形態３にあっては、金属板により形成されている第１枠部２２における凹所２３
の縁部は、合成樹脂材により形成されている第２枠部３２の被覆部３６により被覆されて
いるため、第１挾持部材２及び第２挾持部材３の対向する側部を二人の作業者が把持し、
画像表示ユニットＡを持上げて運搬する際、被覆部３６と接触する部分は強く当たり、第
１枠部２２の凹所２３には当たらない。因って、第１枠部２２の凹所２３にバリがある場
合においても凹所２３のバリに影響されることなく把持することができ、画像表示ユニッ
トＡを運搬し易い。
　その他の構成及び作用は実施の形態１と同様であるため、同様の部品については同じ符
号を付し、その詳細な説明及び作用効果の説明を省略する。
【００４２】
　尚、以上説明した実施の形態では、第１枠部２２及び第２枠部３２の後縁に凹所２３，
３４を設けたが、その他、凹所２３，３４をなくし、金属板により形成されている第１枠
部２２の後縁を、合成樹脂材により形成されている第２枠部３２の後縁よりも前側に配す
る構成としてもよい。この場合においても、第１挾持部材２及び第２挾持部材３の対向す
る側部を二人の作業者が把持し、画像表示ユニットＡを持上げて運搬する際、第２枠部３
２の後縁と接触する部分は強く当たり、第１枠部２２の後縁と接触する部分は軽く当たる
ことになるため、第１枠部２２の後縁にバリがある場合においても指の痛みを緩和するこ
とができ、画像表示ユニットＡを運搬し易い。
【００４３】
　また、以上説明した実施の形態では、第１枠部２２及び第２枠部３２の後縁に凹所２３
，３４を設け、第２枠部３２の凹所３４に被覆部３５，３６を有する構成としたが、凹所
２３，３４をなくした構成において被覆部３５，３６を有する構成としてもよい。この場
合、被覆部３５，３６は第２枠部３２に全周に亘って設けてある他、周方向へ離隔した複
数箇所、又は把持される側部にだけ設けてある構成としてもよい。
【００４４】
　また、以上説明した実施の形態では、第１枠部２２及び第２枠部３２の後縁に凹所２３
，３４を設けたが、その他、第２枠部３２の凹所３４をなくし、第１枠部２２にだけ凹所
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２３を設ける構成としてもよい。この場合、第１枠部２２の後縁の複数の箇所に、第２枠
部３２の後縁よりも前側へ窪む凹所を設ける。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】本発明に係る画像表示装置の構成を示す正面図である。
【図２】本発明に係る画像表示装置の構成を示す分解斜視図である。
【図３】本発明に係る画像表示装置の要部の構成を示す拡大縦断面図である。
【図４】本発明に係る画像表示ユニットの構成を示す斜視図である。
【図５】本発明に係る画像表示装置の要部の構成を示す拡大縦断面図である。
【図６】本発明に係る画像表示装置の要部の構成を示す拡大底面図である。
【図７】本発明に係る画像表示装置の他の構成を示す要部の拡大縦断面図である。
【図８】本発明に係る画像表示装置の他の構成を示す要部の拡大縦断面図である。
【符号の説明】
【００４６】
　１　　液晶パネル（画像表示部）
　２　　第１挾持部材
　２１　第１挾持板部
　２２　第１枠部
　２３　凹所
　３　　第２挾持部材
　３１　第２挾持板部
　３２　第２枠部
　３４　凹所
　３５，３６　被覆部
　４　　バックライト部
　Ａ　　画像表示ユニット 
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